
 

            

 

 

 

ｋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月議会が今月２０日から始まります。 

市長提案の４２議案の他、請願１件、陳情１件

が出されました。 

議案の中から主なものをご紹介します。 

一般会計の当初予算額は１０１０億

円で、前年度の７６０億円に対して、

２５０億円、３２．９％の増。 

 高等学校、専門学校、短期大学、大学等

への入学決定者や在学者で学業成績が優

秀で学習意欲があり、経済的理由で就学が

困難な者に対して就学支援金を支給しま

す。 

 支援金の額は高校等は月額５０００円、

大学等は１５０００円。 

 

 

 
 
 
 
入船 4-37-14 
☎355-8526 
minamotonton@ 
jcom.home.ne.jp 

 

 
 
 
 
北栄 2-3-16-203 
☎354-9269 
m5mise@jcom. 

home.ne.jp 
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 保険料基準額 

第１期 ２６６５円 

第２期 ３０８２円 

第３期 ３７８０円 

第４期 ３７８０円 

第５期 ４１００円 

第６期 ４６００円 
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市
議
会
議
員 

元
木
美
奈
子 

介護保険料を標準段階で月額５

００円、最高の１４段階では１

０５０円引き上げる議案。 

介護保険料は３年に一度見直さ

れますが、毎回引上げです。 

安倍政権の下で「地方教育行政法」が改定され、

現行は教育委員会が教育長を指揮監督する権

限をもっていますが、法改悪によって「教育長」

と「教育委員長」の職を兼ねる新たな教育長が

設けられました。教育長の権限が強大化し、首

長の意を受けて教育委員会を支配する役職に

変質する危険性があります。 

日本共産党の提案実る！ 

 

介護保険料 
４月から引上げ 

道路などの公共施設と宅地の一体的な液状化対策

をおこなう「市街地液状化対策事業」、事業実施に

あたり必要な手続きや宅地地権者の負担、施工後

の管理などを規定する条例です。 

市街地液状化対策事業に関する条例 

日本共産党が提案し続けてきた給付型

奨学金制度がいよいよ始まります。 

成績が優秀で意欲があっても経済的理

由から進学を断念せざるを得ない子ど

もたちをなくすために貸付制度ではな

く給付型の制度を求めてきました。 

給付金の額は高校生などが月額５００

０円、大学生などは１５０００円。 



す
る
な
ど
多
く
の
問
題
の
あ
る
教
科
書

の
採
択
を
増
や
そ
う
と
い
う
策
動
が
全

国
的
に
強
ま
っ
て
い
ま
す
が
本
請
願
は

こ
う
し
た
動
き
の
一
つ
で
す
。 

    

戦
後
の
教
育
は
、
戦
前
に
学
校
が
戦
争

協
力
体
制
作
り
の
一
翼
を
担
い
、
全
国
民

を
戦
争
に
駆
り
立
て
る
結
果
に
な
っ
た

歴
史
的
教
訓
か
ら
、
教
育
基
本
法
で
「
教

育
は
不
当
な
支
配
に
屈
す
る
こ
と
な
く
」

行
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
、
教
育
へ
の
政

治
介
入
を
排
除
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
本
請
願
を
採
択
す
る
こ
と
は

市
議
会
が
教
育
内
容
に
つ
い
て
政
治
的

に
介
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

教
科
書
は
そ
れ
を
使
っ
て
指
導
す
る

教
員
の
意
見
を
尊
重
し
て
選
ん
で
こ
そ
、

授
業
も
良
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
国
際
的

に
見
て
も
、
教
科
書
の
採
択
の
権
限
は
教

師
や
学
校
に
あ
る
国
が
主
流
で
す
。
国
際

労
働
機
関
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
・
ユ
ネ
ス
コ
が
１

９
９
６
年
に
採
択
し
た
「
教
員
の
地
位
に

関
す
る
勧
告
」
は
、
教
員
は
「
生
徒
に
最

も
適
し
た
教
材
お
よ
び
方
法
を
判
断
す

る
た
め
の
格
別
の
資
格
を
認
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
」
と
し
、
教
科
書
採
用
に
つ

い
て
も
「
不
可
欠
な
役
割
を
与
え
ら
れ
る

べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。 
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請
願
者
は
教
育
委
員
に
対
し
て
は
採
択

に
至
る
ま
で
の
過
程
を
情
報
公
開
す
る
こ

と
、
市
長
に
対
し
て
は
教
育
長
や
教
育
委

員
の
任
命
権
者
と
し
て
、
そ
の
任
命
根
拠

を
説
明
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
、
一
方
、「
浦
安
に
お
け
る
義

務
教
育
で
使
用
さ
れ
て
い
る
東
京
書
籍
の

歴
史
教
科
書
は
、
記
述
の
公
正
中
立
を
装

い
な
が
ら
、
そ
の
実
は
依
然
と
し
て
自
虐

的
な
ア
ジ
ア
侵
略
史
観
、
無
国
籍
主
義
に

基
づ
く
も
の
で
あ
る
」
と
東
京
書
籍
の
歴

史
教
科
書
を
名
指
し
で
攻
撃
し
、
教
育
委

員
会
に
対
し
て
「
我
が
国
の
国
柄
を
尊
重

し
、
愛
国
心
の
涵
養
に
資
す
る
教
科
書
を

採
択
す
る
こ
と
」
を
求
め
て
い
ま
す
。 

請
願
者
の
最
大
の
ね
ら
い
は
、
東
京
書

籍
の
歴
史
教
科
書
を
採
択
さ
せ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。 

一
、
市
内
公
立
小
中
学
校
で
使
用
さ
れ

る
歴
史
教
科
書
の
採
択
に
関
し
、
そ

の
職
務
権
限
を
有
す
る
教
育
委
員
が

採
択
に
至
る
過
程
を
議
事
録
の
開
示

等
に
よ
っ
て
市
民
に
公
開
し
、
併
せ

て
そ
の
採
択
理
由
を
説
明
す
る
こ

と
。 

二
、
市
長
は
義
務
教
育
に
お
け
る
歴
史

教
育
の
意
義
を
重
視
し
、
教
科
書
採

択
の
権
限
を
有
す
る
教
育
長
を
始
め

と
し
た
教
育
委
員
の
任
命
権
者
と
し

て
、
そ
の
任
命
の
根
拠
を
議
会
乃
至

は
市
民
に
説
明
す
る
こ
と
。 

三
、
教
育
委
員
会
は
、
現
行
の
ア
ジ
ア

侵
略
史
観
、
無
国
籍
主
義
に
立
つ
東

京
書
籍
の
歴
史
教
科
書
で
な
く
、
我

が
国
の
国
柄
を
尊
重
し
、
愛
国
心
の

涵
養
に
資
す
る
教
科
書
を
採
択
す
る

こ
と
。 

３
月
議
会
に
は
、「
適
正
な
歴
史
教
科
書
の
採
択
を
求

め
る
請
願
」
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
請
願
者
は
「
正
史

を
取
り
戻
す
浦
安
市
民
の
会
」（
代
表
：
折
本
龍
則
氏
）、

紹
介
議
員
は
柳
毅
一
郎
（
次
世
代
の
党
）
議
員
で
す
。 

 

今
年
は
４
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
中
学
校

教
科
書
採
択
の
年
で
す
。
歴
史
教
科
書
に

つ
い
て
は
、
日
本
の
戦
争
責
任
を
矮
小
化

す
る
な
ど 

 

請
願
の
趣
旨
は
以
下
の
３
点
で
す
。 
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